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１）活動方針

２）委員会運営方法

① 開催日時

② 開催場所

③ 運営方法

幹　　事

会計幹事

３）事業計画

７月

外部導入資金

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

９月

2019 10 審議

その他の説明
（備考）

事　  業　  名 献血の実施

事  業  番  号 その他１

2019 4 審議

事業報告
2019 9 協議

議案上程
スケジュール

事業計画

2019 2 討議

2019 3

事業概要
（方法・手段）

天草の豊かな海を利用し、島外からの参加者を呼び込める事業を行います。また、行政や市民と協働した事
業を行う事で、今後継続していける魅力的な事業を構築します。

協議

予  算 内部事業資金 300,000 0 合  計 300,000

事 業 の 内 容 まちづくり事業

定款（法人の事業又は目的）上の根拠 定款第４条　１項　８号

事業目的
（背景・目的）

「人口を呼び込む」「人口を減らさない」「人口を増やす」ことを目的として２０１３年に打ち出されたあ
まくさ運動指針は、今年度から、「人口を呼び込む」ことに特化し、「天草の海の更なるブランド化」とい
う方向性をもとに活動していくこととなりました。天草の美しい海の価値を高めつつ天草地域への交流人口
の増加をうながし、今後２０２３年までの５年間で天草の海を更にブランド化できるような指針を、１年目
の今年で示すことを目的とします。

田口　鉄也

森下　将吾

事　  業　  名 あまくさ運動指針に基づく事業の検討

事  業  番  号 その他１ 事 業 実 施 月

　２０１３年に打ち出されたあまくさ運動指針である「人口革明」の中長期計画は、昨年度メンバーの総意により「天草の海
の更なるブランド化」という方向性が示されました。本年は２０２３年の創立６０周年へ向けて、行政や関係諸団体との協力
のもと、計画の初年度として事業の立ち上げと、今後の展望について更に事業の構築を進めます。

２０：００～２２：００

その他必要に応じ随時　

ＪＣ会館　会議室

その他必要に応じ随所　

スムーズな委員会運営のため、資料の事前準備、配信を行い全員の情報共有を徹底します。また、事前に
内容を理解することで委員会での活発な意見交換につなげ、メンバー全員での事業構築に取り組みます。

２０１９年度　一般社団法人天草本渡青年会議所
委員会年間事業計画書

まちづくり委員会

  淀川　英数

  高瀧　悠一郎

  本多　聡慈

事 業 実 施 月

事 業 の 内 容 会員研修及び会員との交流を深める事業　等

定款（法人の事業又は目的）上の根拠 定款第４条　１項　８号



外部導入資金

６月

外部導入資金

通年事  業  番  号

その他の説明
（備考）

定款（法人の事業又は目的）上の根拠 定款第４条　１項　８号

事業目的
（背景・目的）

救命行為を要する緊急な場面においても即座に行動できるよう、所属する全メンバーが応急手当に関する正
しい知識と技術を習得することを目的とします。

事　  業　  名 ＪＣＩ ＪＡＰＡＮ ＳＭＩＬＥ ｂｙ ＷＡＴＥＲの推進

事業概要
（方法・手段）

普通救命講習Ⅰの取得推進と再受講を推進します。

予  算 内部事業資金 0 0 合  計 0

事　  業　  名 普通救命講習資格取得および更新の推進

その他１ 事 業 実 施 月

事 業 の 内 容 会員研修及び会員との交流を深める事業　等

事  業  番  号

その他の説明
（備考）

内部事業資金 0 0 合  計 0

事 業 の 内 容 会員研修及び会員との交流を深める事業　等

その他１ 事 業 実 施 月

事業目的
（背景・目的）

少子高齢化社会を迎えた今日、より多くの人たちによる献血の協力体制が必要です。血液の安定的な確保を
図るため、多くの市民の皆様へ献血の協力を促し、血液の不足する医療機関へ届くように支援することを目
的とします。

事業概要
（方法・手段）

赤十字社と協力し、献血活動をサポートする。

予  算

事業概要
（方法・手段）

ＪＣＩ ＪＡＰＡＮ ＳＭＩＬＥ ｂｙ ＷＡＴＥＲキャンペーンを周知し、募金活動を行います。

事業目的
（背景・目的）

ＪＣＩ ＪＡＰＡＮ ＳＭＩＬＥ ｂｙ ＷＡＴＥＲキャンペーンとは、世界の農村地域における安全な飲み水
の供給モデル事業として、５年間で約１５００基のローコストタンクを設置するプロジェクトです。この
キャンペーンを推進し、アジア太平洋地域において、安全な飲み水にアクセスできない約３億人に対して、
安全な飲み水を普及するための国際協力を行うことを目的とします。

定款（法人の事業又は目的）上の根拠 定款第４条　１項　８号



１）三役会、理事会での意見と対応

２０１８年１０月１８日（木曜日）

２０１８年１０月２９日（月曜日）

２０１８年１１月７日（水曜日）

２０１８年１１月２０日（火曜日）

２０１８年１２月６日（木曜日）

２０１８年１２月２０日（木曜日）

意見２： あまくさ運動指針に基づく事業の検討の事業目的について、文章が読みにくいので再考ください。

対応２： 再考し訂正しました。

●第４回理事予定者会議 ●開催日 審議

なし

意見１：

対応１：

●第４回三役予定者会議 ●開催日 協議

意見１： なし

対応１：

●第２回三役予定者会議

前回までの流れ（意見と対応）

対応１： 修正しました。

●第２回理事予定者会議 ●開催日

意見１： なし
討議

意見２： 予算の合計が３０万になってないので３０万円に修正してください。。

対応２：

●開催日 討議

意見１： 「ＪＣＩ ＪＡＰＡＮ ＳＭＩＬＥ ｂｙ ＷＡＴＥＲ」を全角にしてください。

修正しました。

意見３： 事業目的と活動方針のところは「２０２２年」から「２０２３年」に変更してください。

対応３： 修正しました。

協議

意見４： 事業計画の事業実施月が通年になっているので、事業実施月を記入してください。

対応４： ７月で記載しました。

●第３回三役予定者会議 ●開催日 協議

対応１： なし

意見１： 委員会運営方法について、接続詞がおかしく読みにくいので文章を再考ください。

意見２：
救命救急講習は全メンバーが取得する事を目的としています。出来るだけ早めに日程調整をしてもらい多くのメンバー
の参加を促進してください。

対応２：

対応１： 再考し訂正しました。

意見１： 事業を行う際、その事業が公益目的支出に該当するのか確認してください。

対応１： 事業構築を行う際は、熊本県に確認し公益目的支出に該当する事業構築を行います。

●第３回理事予定者会議 ●開催日

日程調整を早めに行い、メンバーへの案内も早めに行う事で、多くのメンバーの参加を促進します。


